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はじめに  

 2008 年に琵琶湖から採取された堆積物コア（ BIW08-B）について，急激な

気候変動が発生した MIS 2 から 1 にかけて 10cm（約 300 年）間隔で珪藻殻

数と 群 集組 成 の変 動を 明 らか に し， 各種 の 汎世 界 的な 古気 候 指標 と の比 較

を行った．特に中心目珪藻 Stephanodiscus suzukii の殻径の頻度分布から

生物生産性を求める方法を検討した．  

珪藻 は 海 洋や 多 く の湖 沼 に おい て 普 遍的 に 存 在す る 重 要な 一 次 生産 者 で

あり ， 生育 環 境の 変化 に 対し て 敏感 に応 答 する ． また ，そ の 細胞 は 珪酸 質

の殻 に 覆わ れ ，細 胞の 死 後も そ の殻 は堆 積 物中 に 保存 され る ので ， 堆積 物

中の珪藻化石は古環境の指標としてよく用いられてきた．   

珪藻殻数・種構成変動  

 琵琶湖 では過去 2.5 万年間を通して S. suzukii と A. nipponica の両種

が珪藻群集の 80％を占めるが，最優占種は二種 の間で頻繁に交代する．殻

数は， 25 ka から 7 ka の間では 1.0×108alves/g 程度で安定していたが， 7 

ka 以降では 4.0×108valves/g 程度に急増した． 12 ka から 7 ka にかけては

夏季 モ ンス ー ンの 強化 や 急激 な 温暖 化が 進 行し た が， その 間 の珪 藻 の殻 数

は 1.0×10 8valves/g 程度で変動が小さい．その後の 7 ka 以降に見られる殻

数の 急 増を 考 慮す ると ， 珪藻 殻 数が 気候 変 動に 遅 れて 増加 し た可 能 性が 考

えられる．  

Stephanodiscus suzukii 殻径変動  

珪 藻 の 生 存 戦 略 を 探 る 目 的 で ， こ の 期 間 に 多 産 す る 中 心 目 珪 藻 S. 

suzukii の大きさ（殻の 直径）に注目し，殻径の頻度分布を解析した．大局

的に見ると S. suzukii は 7 ㎛から 20 ㎛の個体がほとんどだが，その頻度

分布は経年的に顕著に変動する． S. suzukii を含む珪藻殻の総数は，温暖

化の進行した 12 ka から 7 ka の完新世初期においても，寒冷な 25～ 12 ka

とあまり変わらないが， 25～ 12 ka では 7 ㎛から 12 ㎛の殻の比率が高いの

に対し， 12～ 7 ka では 20 ㎛から 30 ㎛の大型の殻の比率が増加している．  

最終 氷 期 最盛 期 の 寒冷 な 気 候か ら 完 新世 の 最 温暖 期 へ の適 応 に は， 水 温

や生 殖 時期 の 変動 など ス トレ ス に耐 える 必 要が あ った と考 え られ る ．総 殻

数が 気 候変 動 に単 純に 対 応し な いの は， こ うし た スト レス へ の応 答 の一 環

としてサイズを大きくする戦略をとったためである可能性がある．  


